
二

ど
う
す
る
?
勢
逓
な
人
の
心
の
不
調

心
の
不
調
を
抱
え
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
早
く
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

家
族
な
ど
周
囲
の
人
が
〃
…
も
と
違
う
〃
と
感
じ
る
何
気
怠
い
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

柴
謹
謂
嘱
雅
語
員
護
張
賢
徳

心
の
不
調
を
自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
も

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
心
の
不
調
を
抱
え

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
今
や
2
0
人

に
l
人
が
何
ら
か
の
心
の
不
調
を
も
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

心
の
不
調
が
起
こ
っ
て
い
る
場
合
、
本
人
が
家

族
や
友
人
な
ど
に
相
談
し
た
り
、
医
療
機
関
を
受

診
し
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
本

人
が
異
変
を
自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
異
変
を
自
覚
し
て
い
て
も
、
周
囲
に
話
す

こ
と
に
抵
抗
や
戸
惑
い
を
も
つ
人
が
多
く
い
ま
す

(
下
段
参
照
)
。
そ
の
た
め
、
家
族
な
ど
周
囲
の
人

が
本
人
の
異
変
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

心
の
不
調
と
関
係
す
る
病
気
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

(
4
 
1
ペ
ー
ジ
図
参
照
)
。
特
徴
的
な
症
状
が
み
ら
れ

た
り
明
ら
か
な
き
っ
か
け
や
要
因
が
あ
る
タ
イ
プ

は
比
較
的
気
付
き
や
す
い
の
で
す
が
:
つ
つ
病
、

双
極
性
障
害
、
統
合
失
調
症
、
摂
食
障
害
、
強
迫

性
障
害
な
ど
は
家
族
で
も
な
か
な
か
気
付
き
に
く

く
、
専
門
家
へ
の
相
談
が
遅
れ
が
ち
で
す
。

心
の
不
調
が
悪
化
す
る
と
、
適
切
な
治
療
を
受

け
て
も
改
善
し
に
く
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
人
間

関
係
の
こ
じ
れ
や
仕
事
で
の
大
き
な
ミ
ス
な
ど
に

もし自分に精輔摸恵があるとしても
議にも言わないだろう

認諾.鶉己
ルンドペック・ジャパン実施「2022年メンタルヘルスリテラシー調剤
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)
′
し
l
/
、
l
〃
〇
〇
十
イ
ず
ふ
十
し
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J
-
1
-
-
▼
.
1

つ
な
が
り
、
本
人
や
家
族
の
苦
労
が
続
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
悪
の
場
合
、
本
人
が
み
ず

か
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

的
代
で
心
の
不
調
を
発
症
し
た
場
合
は
、
学
校

に
通
っ
た
り
就
職
し
た
り
す
る
こ
と
で
本
来
築
か

れ
る
は
ず
の
人
生
の
基
盤
が
失
わ
れ
、
人
生
に
よ

り
大
き
く
影
響
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

心の不調と
関係する病気

など

うつ薦

気分の落ち込みが長く続

く。精神疾患のなかで最

も多く、あらゆる年代で

起こる。

報極憧障馨
気分が落ち込む「うつ状

態」と気分が異様に高ま

る「そう状態」を繰り返す。

統合集調症
幻覚や妄想に加えて、意

欲の減退や感情の平板化

がよくみられる。

心
の
不
調
の
サ
イ
ン

例
え
ば
、
気
分
の
落
ち
込
み
が
続
く
「
う
つ
病
」

の
場
合
、
「
ず
っ
と
下
を
向
い
て
何
も
話
さ
ず
、

部
屋
か
ら
出
て
こ
な
い
」
な
ど
の
特
徴
的
な
サ
イ

ン
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
「
笑

顔
を
見
せ
な
く
な
り
、
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
」
「
食
事
を
残
す
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、

ク
以
前
と
何
か
違
う
ク
と
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た
変

化
が
う
つ
病
の
始
ま
り
の
サ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
心
の
不
調
に
早
く
気
付
く
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
な
何
気
な
い
サ
イ
ン
を
家
族
な
ど
周
囲

の
人
が
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
(
4
2
̃
4
3

ペ
ー
ジ
参
照
)
。

摂食障薯
体形や体重を極端に気に

して、食べる量を減らし

たり、食べたあとに吐い

たりする。

醒遮陸障害

不安を解消しようとして、

「何度も戸締まりを確認

する」など、代わりの行

動を繰り返す。

俵祷彊
アルコール、ギャンブル、

ゲームなどへの依存が生

じ、やめたくてもやめら

れない状態になる。

てんかん

全身や手足などがけいれ

んする発作が起こり、精

神症状を併発することが

ある。

パ三ツタ障蓄e
不要彊

突然劫庫や息苦しさなど

のパニック発作が生じた

り、強い不安感が起こる。

発達障薔

自閉スペクトラム症、 A

DHD、学習障害など。幼

児期から行動面や情緒面

に特徴がみられる。

臣下S醒

心的外傷後ストレス障害。

大きな危険を体験したあ

とに発症する。

認知彊

物忘れなどだけでなく、

気分の落ち込みなど さ

まざまな心の不調もみら

れる。

41 ぎょうの健康l 2023.5



身近な人の心の不調に早く気付くために、

次の点についてふだんからよく観察し、ポイントをチェックしておきましょう。

㊨籠戴㊥態鯖の離
気分が落ち込む
(うつ状態)

一日中、気分が落ち

込む状態が2週間
以上続いたら「うつ

病」を考えるのが基

本。うつ病は自殺に

つながることがある

ので、早めに専門医

に相談する。

気分が異様に高まる
(そう状態)

異様にハイテンショ

ンで活動的になる、

早口でしゃべり続け

る、あまり眠ってい

ないのに元気である、

無謀な買い物をする

などの行動がみられ

る。

うつ状態とそう状態を繰り返す場合は、 「双極性障害」を疑う。双極性障害の場合、うつ状態になった

時期に自殺につながることがある。そう状態を見逃さず、早めに専門医に相談することが大切。

□無表情でいることが多くなる

□喜怒哀楽を表さなくなる

口ささいなことで泣きだす

ロイライラしやすくなる

□気が大きくなり過ぎる

など

㊨醒輔の離
□寝つきが悪い、眠れない

□夜中に何度も目が覚める

□早朝に目が覚める

□眠り過ぎる

□眠らないのに元気である など

2023.5 lきようの健康

圏



㊨璽鑑の離
口食欲がない、食事を残す □食べ過ぎる

□急に痩せてきた □急に太ってきた など

□こなせていた仕事がうまくこなせなくなる

□よく遅刻するようになった

□趣味や日常的にしていた活動をやめた など

ここに挙げたサインだけでなく、いつも

と違う“微妙な変化"を見逃さないで。

その変化が1か月以上続く場合は、 「心

の不調かもしれない」と考えてください。

43 ぎょうの健康l 2023.5

睡眠や食欲の変化がみら

れる場合は、心の不調の

有無にかかわらず、体へ

の影響も懸念されるため、

かかりつけ医などに相談

することをお勧めします。

□物事に興味や喜びを

示さなくなった

ロボーッとしている

ことが増えた

□疲れやすい

□部屋から出なくなる

□何もしなくなる

□学校や仕事に

行かなくなる など



8月8日
案 分

緊
恵
特
集
心
の
不

㊨8月15日
正午一午後0時15分

コ
ロ
ナ
禍
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
う
つ
症
状
に
悩
ん
で

い
る
人
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
薬
物
癒
法
以
外
の
方
法
も
含
め
た
治
癒
法
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
部
長

鬼
頭
伸
輔
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麗慾懸璽

う
つ
病
を
発
症
す
る
人
が

急
増
し
て
い
る

う
つ
病
は
、
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
脳
の
働
き
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
、
脳

の
病
気
で
す
。
気
分
が
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
回
復
し

な
い
状
態
が
続
き
、
何
も
す
る
気
に
な
ら
な
い
た

め
、
仕
事
や
学
業
、
生
活
に
支
障
が
生
じ
ま
す
。

う
つ
病
は
男
性
よ
り
も
女
性
の
ほ
う
が
発
症
し

や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
の
発
症
率
も
高
く
、
社
会
の
高
齢
化
に
伴
い
患

者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
「
外
出
機
会
が
減
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い
」
「
収
入
の
減
少
」
「
将
来
へ

の
不
安
」
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、

う
つ
病
を
発
症
す
る
人
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

園
早
く
気
付
い
て
受
診
に
つ
な
げ
る

う
つ
病
は
、
治
療
開
始
が
遅
れ
る
と
症
状
が
長

引
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
気
分
が
落
ち

込
む
こ
と
が
増
え
た
」
と
感
じ
た
ら
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク

(
2
5
ペ
ー
ジ
図
参
照
)
を
行
い
、
早
め
に
医

療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
受
診
し
て
医
師
と

話
す
こ
と
で
安
心
感
を
得
ら
れ
、
落
ち
込
み
や
不

安
が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
よ
子
十
三
を
え
ら
を
父
で
、
亨
べ
き
6
r
㌢
双
書
、
雲
集
号
芳
書
も
駿
善
事
魯
義
を
雷
管
若
へ
ー
雷
電
ず
ら
骨
着



最近、落ち込むことが増えていませんか?

うつ病は、症状が軽い早期のうちに治療を始めることが大切。まずはセルフチェックをしてみよう。

吟唱惨苦亀当て賠悪罵場合はチェック②へ

□体重が著しく減った
あるいは増えた

□ほとんど毎日、よく眠れない
あるいは眠り過ぎる

□落ち着きがない
あるいはぼーっとしている

□ほとんど毎日、疲れやすい
あるいは気力が湧かない

□ほとんど毎日、
自分には価値がないと考えたり、

自分を責めたりする

□ほとんど毎日、
思考力や集中力の低下がみられたり、
物事を決断できない

□死について繰り返し考えたり、

自殺を考えたりする

吟チェック①と②のうち、 5つ鞍上に

当てはまるとう葛藤の帝離陸がある
上記の結果はあくまでも目安。これだけで診断がつく

わけではない。 4つ以下だったとしても、悩んでいる症

状があるなら、受診しよう。

うつ病は、

治療法が確立された病気です
「自分の気持ちが弱いから」と考えて、症状

があっても、受診をためらっている人は少な

くありません。しかし、うつ病は確立された

治療法のある病気です。悩んでいるなら、

気軽に相談するつもりで受診してください。

25 ぎょうの健頗i 2022.8 ※上記のチエツゲJストは『DSM_5精神疾患の診断・統計マ二ュア珂(医学書院)を参考に作成。
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が
増
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-
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薬
が
効
か
な
い
場
合
の

治
療
の
選
択
肢
が
増
え
た

治
療
は
、
「
休
養
・
環
境
調
整
」
「
精
神
療
法
」

や
抗
う
つ
薬
に
よ
る
「
薬
物
療
法
」
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
て
行
い
ま
す
(
下
図
参
照
)
。
心
身
の
休
養

に
よ
り
、
多
く
の
患
者
さ
ん
は
、
状
態
が
改
善
し

ま
す
。
「
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
る
」
と
思
っ
て
休
む

こ
と
を
た
め
ら
う
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
が
、
休
養

は
治
療
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

薬
物
療
法
は
、
一
般
的
に
は
効
果
が
現
れ
る
ま

で
に
l
か
月
̃
半
年
程
度
か
か
り
ま
す
。
抗
う
つ

薬
を
い
く
つ
か
試
す
こ
と
で
患
者
さ
ん
の
約
7
割

が
、
症
状
の
出
な
い
状
態
が
続
く
「
寛
解
」
に
至

り
ま
す
。

園
今
後
に
さ
ら
な
る
期
待
「
「
丁
M
S
癒
法
」

う
つ
病
の
患
者
さ
ん
の
う
ち
、
お
よ
そ
3
割
は

薬
物
療
法
の
効
果
が
得
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
(
治
療
抵
抗
性
う
つ
病
)
。
こ
の
よ
う
な
患
者
さ

ん
へ
の
治
療
法
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
が
、
「
丁

M
S
療
法
(
反
復
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
療
法
)

で
す
。

治
療
抵
抗
性
う
つ
病
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る
r

うつ病の治療

薬物療法と並行して、休養をとり、病気に対する理解や考え方を

深める心理教育や精神療法などを組み合わせて行うのが基本。

境環休養
医師が必要と判断した場合

は、しっかり休養してスト

レスを軽減する環境を整え

る。職場には、診断書を提

出して相談すると理解が得

られやすい。

薬物
療法

抗うつ薬を使い、気分を調

節するセロトニンやノルア

ドレナリンなどの脳内物質

の働きを助ける。再発を防

ぐために一定期間服薬を続

けるのが葛般的。

2022.8 1ぎょうの健康 26

精神癒法
考えや行動を前向きな思考

に切り替える「認知行動療

法」、瞑想して気持ちを落

ち着かせる「マインドフル

ネス」などで気持ちをコ

ントロールする。

そのほかの
非薬物癒法
脳に磁気刺激を与える「r丁

MS療法」では、磁気刺激

によりドパミンの分泌が活

性化し、うつ病が改善する

と考えられている。

▲
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1
ま
十
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で
急
事
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治
療
抵
抗
性
う
つ
病
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る
r

妻
.
に
∵
ヨ
伊
上
-
、
司
、
/

合
『
。
議
事
件
と
裏
書
讐
〇
一
年
と
9
章
・
手
鼻

⑧

T
M
S
療
法
は
、
2
0
1
9
年
か
ら
健
康
保
険
適

用
に
な
り
、
治
療
を
受
け
た
患
者
さ
ん
の
0
0
̃
4
0

%
が
寛
解
に
至
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に

r
T
M
S
療
法
を
保
険
診
療
で
受
け
る
に
は
い
く

つ
か
の
条
件
が
あ
り
、
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関

は
、
当
院
の
ほ
か
、
一
部
の
大
学
病
院
や
精
神
科

病
院
に
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

自
由
診
療
で
は
、
よ
り
緩
や
か
な
条
件
で
r
T

M
S
療
法
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。

気
に
な
る
場
合
は
、
医
師
に
相
談
し
て
み
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

r
T
M
S
療
法
に
つ
い
て
は
、
再
発
を
防
ぐ
治

療
(
維
持
療
法
)

の
研
究
も
始
ま
っ
て
お
り
、
今

後
、
さ
ら
な
る
研
究
成
果
が
待
た
れ
ま
す
。

rTMS療法(反復経頭蓋磁気刺激療法)

㊨薬による治療を十分受けたにもかかわらず
効果が得られない人

徳けられないの

e手術により、磁石に反応する金属が頭部にある人

e心臓にペースメーカーを入れている人
(場合によっては) eてんかん発作のある人 e妊娠している人

長年の課題だった、

抗うつ薬の効かな

い「治療抵抗性う

つ病」に対する治

療法。痛みを感じ

ることもあるが、

治療を重ねるにつ

れ軽減していく。

1回4〇分間を

週5回で6週間続ける

磁気を発する

機械を頭に当てて

脳を刺激する

大
き
な
病
院
に
は
行
き
づ
ら
い
と
思

わ
れ
る
方
も
い
ま
す
が
、
「
治
療
し
な
く

ち
ゃ
」
と
身
構
え
る
の
で
は
な
く
、
医

師
に
相
談
し
て
み
る
と
い
う
気
持
ち
で
、

気
謙
ね
せ
ず
に
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
話
し
合
う
な
か
で
、
新
た
な
解
決

策
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

鬼頭伸輔(きとう・しんすけ)

㊥1 999年岩手医科大学医学部卒

業。専門は精神医学、 rTMS療法

などのニューロモデュレーション

の国立精神・神経医療研究セン

ター病院精神科(東京都小平市小

川東町4-1-1)
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8月9日
薫後8麗30漁港奮5猿

緊
急
特
集
心
の
不

㊨8居て6日
正午一午後0時15分

「
双
極
蛙
障
害
」
は
、
気
分
が
異
常
に
高
ま
る
「
擬
状
態
」
に
周
囲
の
人
が

気
付
く
こ
と
が
診
断
。
治
癒
の
第
一
歩
で
す
。
適
切
な
治
療
を
続
け
れ
ば
、

多
く
の
場
合
、
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

順
天
堂
大
学
護
加
藤
忠
更
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⑦

㌣
ィ
。
喜
㌻
お

へ

診
断
の
ポ
イ
ン
ト
は
ク
躁
状
態
◆

双
極
性
障
害
と
は
、
気
分
が
落
ち
込
む
「
う
つ

状
態
」
と
、
気
分
が
高
ぶ
る
「
躁
状
態
/
軽
躁
状

態
」
と
い
う
、
2
つ
の
全
く
異
な
る
症
状
が
現
れ

る
病
気
で
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
が
現
れ
る
時
期
と
、

い
っ
た
ん
症
状
が
治
ま
る
「
寛
解
期
」
が
繰
り
返

さ
れ
ま
す
。

双
極
性
障
害
は
脳
の
神
経
細
胞
の
病
気
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
神
経
細
胞
の
活
動

性
を
調
節
す
る
遺
伝
子
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
気
分

を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ
て
起
こ

る
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。

う
つ
状
態
は
、
う
つ
病
の
症
状
と
同
様
で
見
分

け
が
つ
き
に
く
い
た
め
、
「
躁
状
態
/
軽
躁
状
態
」

が
双
極
性
障
害
の
特
徴
と
な
り
ま
す
。

症
状
は
:
つ
つ
状
態
か
ら
始
ま
る
こ
と
も
躁
状

態
か
ら
始
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
う
つ
状
態

の
ほ
う
が
長
く
続
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
双
極
性

障
害
は
う
つ
病
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
う
つ
病
と
診
断
さ
れ
て
抗
う
つ
薬
を
使
用
す

る
と
、
か
え
っ
て
症
状
が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
早
く
「
躁

状
態
/
軽
躁
状
態
」
に
気
付
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

㊨
躁
状
態
と
彊
躁
状
態

入
院
が
必
要
に
な
る
ほ
ど
の
場
合
を
躁

状
態
、
本
人
も
周
囲
も
そ
れ
ほ
ど
支
障
の

な
い
場
合
を
軽
躁
状
態
と
い
う
。

ぺ
’
1
乙
′
Y
タ
や
.
イ
`
今
パ
’
キ
ー
勺
を
予
早
手
…
室
…
き
三
吉
〇
年
1
き
ま
る
一
〇
・
一
亨
く
さ
1
1
き
ま
り
…
玉
手
き
き
1
言
r
よ
ま
さ
き
を
革
具
員
・
き
1
!
う
ら
-
新
、



双極性障害の主な症状

双極性障害の多くは、正反対の症状が交互に起こる。

悪化すると、症状を繰り返す期間が短くなる。

党籍期
躁状態とうつ状態がい

ったん落ち着いている

時期。ただし、病気が

完全に治ったわけでは

ない。

㊨気分が異常に高まり、爽快に感じて活動的になる

㊨急に偉くなったように感じ何でもできる気になる
㊨あまり眠らなくても元気

の早口でしゃべり続ける

㊨次々といろいろなことを思いつき、
注意散漫になる など

気分が異常に高ぶった状態。本人ば最高の状態,,と感じているか

その言動により、信頼、財産、家族などを失うことがある。入院

が必要になるほどの場合を躁状態、本人も周囲もそれほど支障の

ない場合を軽躁状態という。

繰り返す

㊤気分の落ち込みが続き、
何に対しても興味が
もてない/楽しめない

⑪眠れない

⑪食欲がない

⑫自分には価値がない
と思う

㊨死にたいと考える など

気分が落ち込んだ状態で うつ

病で現れる症状と同じ。うつ病

と同様、あるいはそれ以上に自

殺につながる危険性がある。

うつ状態
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を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ
て
起
こ

状
態
/
軽
躁
状
態
」
に
気
付
く
こ
と
が
大
事
て
す
」



本
人
は
ク
躁
状
態
ク
の

巽
常
を
自
覚
で
き
な
い

躁
状
態
が
起
こ
っ
て
い
る
と
き
、
本
人
は
今
こ

そ
が
最
高
の
状
態
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
と
き
の
行
動
に
よ
っ
て
、
社
会
的
な

信
頼
、
そ
し
て
財
産
や
家
族
な
ど
を
失
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
人
は
躁
状
態
を
自
覚
で
き
な
い
の
で
、
自
分

か
ら
受
診
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

周
囲
の
人
が
受
診
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。
嘘
は
つ

か
ず
、
「
眠
っ
て
い
な
い
か
ら
体
調
が
心
配
」
な

ど
と
受
診
を
促
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
、

付
き
添
う
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

双
極
性
障
害
は
、
ハ
イ
な
状
態
の
強
さ
と
期
間

で
工
型
と
Ⅱ
型
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
生
活
に
支
障

が
出
る
よ
う
な
場
合
は
、
早
期
に
受
診
を
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

双極性障害の薬物療法

多くの場合、症状は薬でコントロールできる。

抗精神病薬
脳内で気分を調節する働きをして

いるセロトニンやドパミンなどの

物質に作用し、気分を安定させる

効果がある。

注射薬もある

1度注射すると、効果

が4週間持続する抗精

神病薬もある。のみ薬

を続けにくい場合に有

効。
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④

もしくは

薬
で
気
分
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で

日
常
生
活
を
続
け
ら
れ
る

双
極
性
障
害
の
治
療
の
中
心
は
薬
物
療
法
で
、

気分安定薬
脳の神経網胞の機能を整える作

用により、気分を安定させる。

薬を使い始めて、 1へ2週間以

内に症状が軽減し始めること

が多い。

十睡眠導入薬

オレキシン受容体拒抗

薬やメラトニン受容体

作動薬などの睡眠導入

薬を、必要最小限の量

で月闘うする。



双
極
性
障
害
の
治
療
の
中
心
は
薬
物
療
法
で
、

ほ
と
ん
ど
が
の
み
薬
で
す
。
使
わ
れ
る
薬
は
、
「
気

分
安
定
薬
」
と
「
抗
精
神
病
薬
」
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
躁
状
態
に
効
く
タ
イ
プ
、
う

つ
状
態
に
効
く
タ
イ
プ
、
両
方
に
効
く
タ
イ
プ
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
病
気
は
再
発
し
や
す
い
の
で
、
症
状
が
治

ま
っ
て
も
、
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
薬
を
長
く
使
い

続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
己
判
断
で
薬
を
や

め
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

園
薬
以
外
の
治
療
法

「
心
理
社
会
的
治
療
」
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
1
つ
が
「
心
理
教
育
」
で
す
。
患
者
さ
ん
が
病

気
を
正
し
く
理
解
し
、
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
症

状
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
な
げ
ま
す
。

も
う
1
つ
が
「
認
知
行
動
療
法
」
で
す
。
こ
の

病
気
で
は
、
ク
す
べ
て
か
無
か
思
考
ク
な
ど
、
白

黒
は
っ
き
り
さ
せ
る
よ
う
な
考
え
方
に
な
り
が
ち

で
、
そ
れ
が
感
情
的
な
行
動
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
物
事
に
対
し
て
合
理
的
な
考
え
方
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
再
発
予
防
に
つ
な
げ
ま
す
。

囲
周
囲
の
人
は
ヶ
見
守
る
々
姿
勢
で

患
者
さ
ん
に
必
要
な
の
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
で
は

な
く
、
そ
ば
で
温
か
く
見
守
る
こ
と
で
す
。
躁
状

態
の
と
き
の
言
動
を
責
め
た
り
せ
ず
、
う
つ
状
態

の
と
き
は
怠
け
者
の
よ
う
に
扱
わ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
「
頑
張
れ
」
「
元
気
出
し
て
」
「
薬
に
頼
る

な
」
「
い
つ
治
る
?
」
な
ど
の
言
葉
は
避
け
て
く
だ

さ
い
。
躁
状
態
が
強
い
と
き
は
、
入
院
す
る
こ
と

’
費
r
t
’
e
ゝ
9
〇
一
う
女
手
〔
ふ
富
農
l
・

⑬

困葉
酸

潅

双
極
性
障
害
の
薬
で
、
多
く
の
患
者

さ
ん
が
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て

い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
〃
人
生
を
守

る
薬
〃
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
楽
し
く
、
生
き
生
き
と
し
た
暮

ら
し
を
続
け
る
た
め
に
、
続
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

臆器I葛
加藤忠史(かとう・ただふみ)

㊨1988年東京大学医学部卒業。

専門は精神医学、脳科学、特に双

極性障害

で
人
間
関
係
を
守
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

㊨
双
極
憶
障
害
の
診
察

躁
状
態
の
と
き
は
、
本
人
か
ら
症
状
を

聞
き
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
医
師
は
会
話

を
し
な
が
、
う
、
そ
の
様
子
を
観
察
す
る
。

専
門
医
で
あ
れ
ば
、
0
0
分
̃
1
時
間
程
度

の
面
談
で
診
断
で
き
る
。
ほ
か
の
脳
の
病

気
と
鑑
別
す
る
た
め
、
脳
の
画
像
検
査
が

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

㊨
琵
発
し
た
と
き
に

受
診
を
促
す
に
は

症
状
が
再
発
し
た
と
き
、
患
者
さ
ん
は

受
診
を
嫌
が
る
こ
と
が
あ
る
。
「
こ
の
症

状
が
現
れ
た
ら
躁
状
態
か
も
し
れ
な
い
か

ら
受
診
す
る
」
と
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
で

約
束
し
て
お
く
と
説
得
し
や
す
い
。
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